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医師・看護師をはじめ、理学療法士や介護士、患者さん、地域の

方々が、お互いのことを信頼し合っておられる雰囲気を直接感じ

る事ができ、とても素敵だと思いました。<医学科 1 年> 

どの先生も自分の仕事について生

き生きと話しておられ、その姿か

らは本当に良い刺激を受けまし

た。<医学科 1 年> 

○ NHK ラジオ第一「NHK ジャーナル」３月１０日（水）（ラジオ放送） 

○ 中日新聞（医療面） ３月３０日（火） 

里親 GP のホームページ（http://satooya.shiga-med.ac.jp/）に新聞記事を掲載しています。 

今回の研修の様子がメディアに取り上げられました!! 

蓬莱庭園で有名な大池寺 

日常生活において地域医

療について知ることは困

難です。意見交換会では、

甲賀病院の副看護局長さ

んとお話させていただい

て、認定看護師になるには

など、様々な事を教えてい

ただいたので、得るものが

非常に大きかったです。 

<看護学科 1 年> 

地域医療が成り立っているのは、医師

の方々が地域に親しみを持つことで、

やりがいを持っているからだと感じ

た。<医学科 2 年> 公立甲賀病院にて 市民の方々との意見交換会 

医師は患者さんのことを一生懸命

考えていて、患者さんは医師を心

から信頼しているという関係が作

られていることから、地域の事を

考えて、患者さんの生活に密着し

た医療を提供しているんだと感じ

ました。<医学科 1 年> 

“地域の人々が地域医療を作る“という話を聞き、地域医療には地域の人

たちの協力が必要であるということを再確認した。<医学科 2 年> 

 

信楽での作陶見学 

甲西リハビリ病院にて 

紫香楽病院での食事介助体験の様子 

 

多くの先生がお話されていた言葉に、「この

地域は医療の受け手である住民の質が良

い」ということがあった。医療は医師が一

方的に施すのではなく、患者が治療にどの

ように関わっていくのか、その姿勢も重要

である。何より医師と患者の信頼関係が必

要だ。そんな医療の原点を、今回の研修で

見せていただいた気がする。<医学科 2 年> 

一番印象に残っ

たのは、“この地

域の医療は地域

の人に支えられ

ている。また、地

域の医療を支え

るのは地域の人

である”という

言葉です。 

<看護学科 1 年> 

重症心身障害

者病棟を見学

させて頂いた

際に、慢性的

な症状と向き

合う方々と医

療 従 事 者 の

方々との間に

家族のような

絆を感じ取っ

たことが印象

に 残 っ て い

る。 

<医学科 2 年> 

学生の感想文

（抜粋）より 

 

信楽名物のたぬき達 

今回の研修では、地域医療に携わる醍醐味を感じた。地域医療の場合、「自分がこ

の町を守っているんだ」という、具体的な使命感に燃えることができると思う。こ

のような使命感溢れる地域医療を是非ともやってみたいと思った。<医学科 1 年> 

交流会参加の皆さまと 

１日目は、石部医療センターの外観を見学した後、県下で唯一リハビリテーション医療を展開されている甲西リハビリ病院を訪れました。田中院長のご挨拶、本学９期生の薦田先生から施設
の概要説明を受けた後、８期生の乾先生や牧浦先生の案内で訓練室や回復期病棟などの施設見学をさせていただきました。その後、３期生で「里親」としてもお世話になっている、佐藤先生が
開業されている佐藤眼科（水口町）の外観を見学し、蓬莱庭園で有名な大池寺では、庭園や本堂を拝観しました。 
午後からは、甲賀保健医療圏の中核病院で、「里親」で３期生の渡辺先生はじめ、多くの本学卒業生が活躍されている公立甲賀病院を訪問し、施設見学に続いて市民の方々との交流会（意見交

換会）を設けていただきました。その後常勤医師を確保できず病院としての医療の提供が難しくなったことから、やむなく水口市民病院から診療所として運営することとなった、水口医療セン
ターの外観を見学しました。宿泊施設では、交流会として、地域で医師として活躍されている先生方から地域医療について貴重なお話を聞かせていただいた後、訪問先の病院等の先生方やプチ
里親の方々も交えて、意見交換・懇談を行いました。 
２日目には、地元ボランティアガイドの方の説明を受けながら、信楽町内で作陶の実演や登り窯などを見学した後、紫香楽病院では、山形院長のご挨拶、本学１期生で副院長の鳴戸先生や看

護師の方から概要説明を受けた後、５～６人の小グループに分かれて重症心身障害児（者）病棟の見学と併せて食事介助等の貴重な体験をさせていただきました。各病院等の方々のご協力によ
り、２日間とも盛り沢山で充実した内容になり、学生達にとって、地域医療について考えるたいへん有意義な研修となりました。 

看護師の笑顔に一

生懸命応える患者

さんの姿を見て、患

者さんが私達に送

るメッセージは単

なる言葉だけでは

なく、動作・表情・

目の動き・バイタル

サインの数値など

様々だと改めて感

じました。 

<看護学科 1 年> 


